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座標平面において、 S の中心を )0,0(O 、4つの頂点を 
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(複号任意)としても一般性を失わない。 

),( baP とすると、共通部分 )(PTS  が存在する条件は 1,1  ba  ──① 

①の条件下で、 S と )(PT の x方向の重なり幅を l とすると al 
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同様に、 S と )(PT の y 方向の重なり幅は、 b1 である。 

共通部分 )(PTS  の面積は 
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対称性より、 ba ≦≦ 0,0 について考えると、 10,10  ba ≦≦ で、 
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a
bba ≦≦≦ を図示すると、右図の通り。 

 

 

 

 

対称性より、 P の存在範囲は右図の通り。 

 

 

※面積を求めるところ以外は、理系□4 と同じ。 
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